
 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 １ 理念・目的

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の理念・目的は適切に設定されているか

a ◎高等教育機関として大学が追及すべ
き目的（建学の精神，教育理念，使
命）を踏まえて、当該付属機関・委員
会の理念・目的を設定していること。
【約５００字】

　本学における「大学博物館」の起源と来歴をふまえ，学内共同利
用機関としての機能の強化を目指して，博物館は，以下のような３
つの使命を掲げる。
ミッション１：収蔵資料の管理と教育・研究機能の拡充
　博物館が管理する国内有数の収蔵資料を質・量ともに充実させ，
調査・研究を進めるとともに，保存・管理および学術情報公開の態
勢を整備し，教育・研究機会における利活用を促進する。
ミッション２：学内共同利用機関としての機能拡充
　学部・大学院や研究・知財戦略機構と連携し，本大学の戦略的な
教育・研究推進計画に寄与するとともに，博物館として特色ある教
育・研究事業を実現する。
ミッション３：社会連携の推進と情報発信
　博物館及び本学における教育・研究の成果を社会に還元するた
め，生涯学習の多様な機会を提供し，収蔵資料の原所在地自治体等
との交流を通して本学の社会連携推進に寄与する。ＩＣＴの活用に
よって，これらの教育・研究成果をより広範な不特定多数の人々に
対して発信する機能を強化する。
　また，博物館規程第2条に「博物館は，資料等の収集，整理，保存
及び展示を行い，明治大学の学生，教職員，校友及び一般公衆の利
用に供し，教育・研究に資するための事業を行うことを目的とす
る」と掲げている。博物館の理念・目的は，旧三博物館の由来と歴
史，コレクションの性格，そして学内機関として望まれる役割など
の諸側面から検討されている。

（３）付属機関等の理念・目的の適切性について定期的に検証を行っているか

a ●理念・目的の適切性を検証するに当
たり、責任主体・組織、権限、手続き
を明確にしているか。また、その検証
プロセスを適切に機能させているか。
【約３００字】

  博物館館長を委員長，副館長及び専任職員を委員とする「博物館
自己点検・評価委員会」において自己点検・評価報告書の検討を行
い，これを踏まえて13名の委員によって構成されている博物館協議
会の場において事業報告，教育研究計画の提示を行い，事業評価の
場としている。この教育研究計画の作定の機会に，理念・目的，
ミッションの点検を行っている。

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「改善を要する点」に対する発展計画「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目



 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 ２ 教育研究組織

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）付属機関等の教育研究組織は，理念・目的に照らして適切なものであるか

a ①教育研究組織の設置状況は理念・目
的に照らし，適切であるか。学術の進
展や社会の要請と教育との適合性につ
いて配慮したものであるか。
●教育研究組織は，当該大学の理念・
目的を実現するためにふさわしいもの
であるか。
【約３００字】

　明治大学博物館は，1929年に設置された刑事博物館及び1950年と
1952年にそれぞれ設置された商品博物館と考古学博物館の３館が
2004年に統合され，アカデミーコモンの地階に設置されている。教
員や外部有識者，学内外の研究者からなる研究調査員，ワーキング
グループの協力を得て４名の博物館学芸員が主導となり，常設展示
室と特別展示室により，展示活動を行っている。常設展示室への
2015年度入館者数は，42,632人であり，特別展示室の稼働率は，展
示環境の保全期間を除くとほぼ100％で，2015年度の博物館総利用者
数は70,042人に上る。博物館は，2015年４月に新博物館開設後11年
目を迎えた。この間の学術の進展を常設展示室に反映するために，
2015年度博物館教育・研究に関する計画書にもとづき，常設展示室
の展示内容を検討し改修を行った。社会の要請に応えて博物館の特
色あるコレクションの利活用を進めるため,2015年度博物館教育・研
究に関する計画書にもとづき，ウェブを利用した実物資料・画像資
料の公開に資するＩＣＴミュージアムのコンテンツ制作を行ってい
る

（２）付属機関等の教育研究組織の適切性について，定期的に検証を行っているか

a ●教育研究組織の適切性を検証するに
あたり，責任主体，・組織，権限，手
続きを明確にしているか。
●その検証プロセスを適切に機能させ
て，改善に結びつけているか。
【約５００字】

　ワーキンググループの編成や研究調査員の選定は，館長・副館
長・専任職員による定例会議において検証を行い，博物館協議会に
て承認をうけている。ワーキンググループや研究調査員の協力を得
て，学芸員組織を中心に運営される各種の博物館事業は，博物館協
議会において教育・研究計画及び事業報告ほかの審議を行うこと
で，組織運営状況を検証する機会が持たれている。
　2015年度の博物館自己点検・評価委員会においても，専任職員は
博物館事務長及び学芸員資格と修士の学位を持つ学芸員４名，学芸
員資格もしくは専門的職務遂行能力の審査によって採用された短期
嘱託職員６名が学芸部門及び管理部門の業務を補助しているもの
の，管理部門に属する専任職員は管理職１名のみで，専任職員の削
減後，学芸員が専門的職務以外に庶務業務を分担している事から，
専門業務遂行のための時間が制約されているとの指摘がなされてい
る。

　一般事務職員の配置
がないことが学芸員に
よる専門的職務遂行を
制約しており，博物館
の発展を阻害してい
る。

　博物館の発展に向け
て適切な事務組織を構
築するために専任事務
職員の配置を関係部署
に要求する。

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 ７ 教育研究等環境

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（２）十分な校地・校舎および施設・設備を整備しているか

a ●方針に沿って，施設・設備，機器・
備品を整備し，管理体制や衛生・安全
を確保する体制を備えているか。

※施設概要表は，「図」シートに添付
 「明治大学博物館」は，駿河台キャンパスのアカデミーコモン地下
１階と同２階に設置されている。延べ床面積は約2,500㎡であり，収
蔵資料点数は約31万点である。大学博物館の中でも有数の資料の規
模となっている。博物館に配架される図書は，中央図書館で書誌登
録され，ＯＰＡＣ検索が可能である。開館時間は10時00分から16時
30分で，2015年度は283日開館した。
ア 収蔵室：収蔵資料の特質に応じて最適な条件を設定し，望ましい
保存環境の維持に努めている。
イ 展示室：安全で快適な室内環境を維持し，随時，照明器具・サイ
ン表示類を更新し，整備している。
ウ 図書室：安全で快適な室内環境の維持に努めた。博物館友の会に
よる受付ボランティアが入退出の管理を担当し，閲覧席や書架の秩
序を維持している。定期的に配架状況を確認し整序している。
エ バリアフリー化の推進
　博物館は不特定多数の来館者への対応が必要である。館内の段差
を解消したバリアフリー化を実現し，身体障害者・高齢者用の車イ
スを用意し，要所に点字ブロックを設置したほか，誰でも使用でき
る多目的トイレを設置している。
オ 保守・管理
　博物館が設置されている校舎の保守・管理を担当する中央監視室
（専門業者へ業務委託）と協力し，良好な環境の維持・管理に努め
ている。施設の害虫調査を行い，史資料の保全に努めている。

展示室の管理，観覧者
の安全のために，事務
室から展示室に直接放
送が出来る放送設備を
設置した。年に一回，
友の会解説ボランティ
アと共に避難訓練を行
い，非常時に備えてい
る。
ミュージアムショップ
の改修により，情報発
信機能の充実を図り、
多目的トイレにおむつ
交換台とトイレ用ベ
ビーチェアが設置さ
れ、バリアフリー化が
進んだ。

博物館が管理する国内
有数の収蔵資料群を
質・量ともに充実させ
る事は，博物館のミッ
ションの一つである
が，2004年の新博物館
設立以降、大型コレク
ションの寄贈などによ
り、収蔵室の収容能力
はすでに限界に達して
おり、増床が必要であ
る。

体系的な資料収集と整
備のため，収蔵施設の
増設を関係部署に要望
してゆく。

（３）図書館，学術情報サービスは十分に機能しているか

a 　博物館の図書・学術情報サービスに関する方針は，「博物館が管
理する国内有数の収蔵資史料を，質・量ともに充実させ，調査・研
究を進めるとともに，保存・管理および学術情報公開の態勢を整備
し，教育・研究機会における利活用を促進する」という博物館の理
念に基づいている。博物館の図書は博物館資料の一部に位置づけら
れ，刑事・商品・考古の三部門及び博物館学に関連する専門図書の
収集を方針としている。これらの図書は，来館者に開放し，また学
術情報は，展示会等を通して社会に還元されるだけでなく，学外博
物館等による展覧会への貸出し，出版・取材等への提供など幅広く
公開する。全国各地の発掘報告書，考古系学術雑誌の体系的な配架
等から，他大学，各地の考古学研究者・学生が利用者に含まれるこ
とに特徴があり，2015年度の図書利用者は年間5,322人である。

実習生の受け入れにつ
いては,本学の学芸員
資格取得のための館務
実習受け入れ先の確保
に大きく貢献してい
る。この他,学芸員養
成課程の講義への出
講，文学部新入生ガイ
ダンスへの対応も行っ
ている。
また，考古学実習室へ
の館蔵考古資料の貸し
出し，学芸員養成課程
と共催での展示会の開
催などを通じて，学生
に実物資料を取り扱う
機会や展示会制作の機
会を提供している。加
えて,商学部・商学研
究科と連携しておこな
う公開特別講義では，
学生を中心に414名の
受講があり，博物館の
収蔵資料，施設，展示
会運営の技能，調査活
動の成果などが学習支
援に生かされている。

博物館の伝統とこれま
での活動実績が評価さ
れて年間に多くの寄贈
本が送られてくるが，
図書室の書架スペース
は十分ではなく，飽和
状態に近づきつつあ
る。
2015年度のマイクロ
フィルムの閲覧は269
件であり，現物資料の
保存と公開の両立に大
きく貢献している。一
方で，マイクロリー
ダーの製造元が現在使
用機種の販売を終了し
たので，公開体制を維
持するためには新しい
機器の導入が必要と
なっている。

図書室の書架スペース
を増設するための計画
を策定する。公開体制
を維持するために，新
しいマイクロリーダを
導入する。

博物館の学術情報サービスの基本方針
①図書、学術情報サービスに関する方
針の明確化
②図書、学術雑誌、電子情報等の整備
状況とその適切性
③図書館の規模、司書等の資格を有す
る職員配置、開館時間・閲覧室・情報
検索設備などの利用環境
④国内外の教育研究機関との学術情報
相互提供システムの整備
⑤ラーニングコモン機能を発揮する学
習支援機能の充実　（※明大オリジナ
ル項目）

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 ７ 教育研究等環境

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

  博物館の図書・学術情報サービスは，図書，実物資料，各種記
録，画像など多岐にわたる。2015年度末までの蔵書数は，図書
85,798冊，雑誌2,940タイトルであり，「博物館図書室」に架蔵して
いる。博物館図書室の床面積は145.04㎡，日祝日以外の10時00分か
ら16時30分に開室し，3台のコピー機と検索用パソコン１台，マイク
ロリーダー１台を備え，博物館友の会のボランティアの協力を得て
図書受付，管理を行っている。専門図書・雑誌の購入は，図書館と
の重複を避け，年間100～200冊程度である。図書は，専門性の観点
から学芸員が選書し，古書・古文書・稀覯本の選定・購入は「資料
評価分科会」が行っている。受贈図書は毎年2,500冊程度あり，多く
が発掘調査報告書，地方史誌関係図書である。
  博物館における図書以外の学術情報サービスに，①国内外の博物
館への資料・画像の貸出し，②調査・研究を目的とする外部研究者
等による現物資料・二次資料（マイクロフィルムなど）の閲覧，③
教科書等の出版及び報道取材における資料撮影・掲載利用がある。
学外貸出について，2015年度の貸出点数は601点（内レプリカ6
点），閲覧利用は，古文書閲覧3,913件，マイクロ閲覧は269件であ
る。撮影については「撮影及び掲載に関する要綱」に基づき，2015
年度の撮影・掲載利用は1,357点である。所蔵写真は2012年度までに
大部分のデジタル化が完了している。また，博物館で開催された各
種展覧会の内容は，「博物館アーカイブ」としてホームページ及び
iTunes Uで公開している。

＜博物館における学習支援＞ ＜博物館における学習支援＞
　博物館においては，本学を含め，首都圏を中心とした学芸員資格
課程をもつ各大学から博物館実習生（館務実習）の受け入れを行っ
ている。2015年度は館務実習・見学実習あわせて延べ63名の実習生
を受け入れた。学部生を対象に博物館の収蔵資料，教育・研究活動
の紹介や博物館リテラシーの向上を目的として学部間共通総合講座
「博物館の現場を実見する」を半期開講し，2015年度は28名の学部
生が履修した。

（５）研究倫理を遵守するために必要な措置を取っているか

a ①研究倫理に関する学内規程の整備状
況
②研究倫理に関する学内審査機関の設
置・運営の適切性

  教員や外部有識者，学内外の研究者からなる研究調査員，ワーキ
ンググループにより外部の検証の視点を入れ，全学的に推進してい
る研究倫理・コンプライアンス教育を受講して，研究倫理を遵守し
ている。『博物館研究報告』では掲載論文の査読によって検証の機
会を設けている。

　



 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 ８ 社会連携・社会貢献

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（２）教育研究の成果を適切に社会に還元しているか
常設展の改修によって
より充実した展示の内
容を多くの市民に知っ
てもらうため，常設展
リーフレットを刷新す
る。改修された常設展
示室の内容を，ＩＣＴ
のコンテンツ制作に反
映させる。
　多くの成果を上げて
いる南山大学人類学博
物館との事業交流協定
に基づく活動は，2016
年度以降，３年計画で
事業継続する。
 博物館では，「収蔵
資料の管理と教育・研
究機能の拡充，学内共
同利用機関としての機
能拡充，社会連携の推
進と情報発信」という
ミッションのもと，収
蔵資料の活用の活性化
に不可欠な収蔵資料の
調査・研究を進め，こ
の成果を社会に還元し
てきた。今後もこの体
制を一層充実させる。
2015年度は常設展の改
修として成果を還元し
たが，2016年度からは
特別展の形で成果の社
会還元を図る。

　a ○大学博物館の社会サービス活動，社
会への還元状況
※加えて，受講者アンケートや外部評
価委員会による評価など検証の仕組み
があれば追記してください。根拠資料
を検討ください。

　大学博物館では，博物館長の統括の下，博物館協議会を活動の検
証機関として，各種展示活動や教育普及活動により教育・研究成果
を還元している。2016年５月現在，刑事部門１名，刑事・商品部門
の兼務１名，考古部門2名からなる学芸員資格と修士学位をもつ４名
の学芸員が配置されている。
　学長方針の「博物館については，本学の教育・研究成果を社会に
還元する学内共同利用機関として，展覧会や公開講座など多彩な教
育・普及活動を展開し，生涯教育・社会連携事業の一翼を担う機関
として,充実・発展を図」るとの位置づけに従い，博物館では，教
育・研究に関する長期・中期計画書の理念・目的におけるミッショ
ンとして「収蔵資料の管理と教育・研究機能の拡充，学内共同利用
機関としての機能拡充，社会連携の推進と情報発信」をかかげてお
り，教員，外部有識者の協力を得て4名の博物館学芸員が主導とな
り，本ミッションを推進するために各種の研究活動に基づく展示・
教育普及活動を実施している。
　明治大学駿河台キャンパスに設置している博物館には常設展示室
と特別展示室があり，常設展示室（刑事・商品・考古部門）への
2015年度入館者数は42,632人であり，特別展示室の稼働率は，展示
環境の保全期間を除くとほぼ100％で，2015年度の博物館総利用者数
は70,042人である。なお，2016年５月末で2004年4月のリニューアル
オープンから数えて来館者は79万6,716人となっている。2015年度の
取組み実績は，①常設展示室の改修，②ミュージアムショップの改
修,③博物館主催・共催展示会３回,④学内団体・外部団体による展
示会４回，⑤博物館コレクション展11回である。過去の特別展など
については動画コンテンツを博物館ＷＥＢサイトで公開してる。
　生涯学習講座は主に本学のリバティアカデミーの一環として行っ
ており、2015年度は，入門講座等４講座，公開講座２講座を実施し
た。
　博物館の地域連携は，収蔵資料や研究活動をもとに関係を構築し
ている点に特色があり, 2015年度は，長和町立黒曜石体験ミュージ
アム運営協議会委員の委嘱，茨城県教育委員会・明治大学文学部考
古学専攻と共同で行う茨城県内の古墳の整理作業・報告制作及び研
究, 延岡市内藤記念館と共同で行う内藤家文書研究の研究促進事業
がある。また，付属明治中学校での出張授業の実施，千代田区
ミュージアム連絡会との連携，中央区・千代田区を中心とする事業
者の団体「ＮＰＯ法人東京中央ネット」と連携した江戸アートエキ
スポへの協賛等，東京都中学生職場体験の受け入れ（年４回）も
行っている。
　2010年度より継続している南山大学人類学博物館との事業交流協
定に基づく活動として，2015年度は，コレクションを相互の博物館
で展示する交換展示会と2回のギャラリートーク，教員・学芸員によ
る特別講義を両校で開催した。

博物館では，定められ
た理念・目的，ミッ
ションに従い，学内外
研究者や資料出所地域
と連携して収蔵資料の
調査・研究を行ってい
る。収蔵資料に基づい
た高い水準の調査研究
の成果は，他館にはな
いオリジナルの展示内
容，教育普及活動とし
て社会に還元されてい
る。2015年度は常設展
示室にこれらの成果を
反映した。改修された
常設展示室の内容はガ
イドブックとしてまと
め，刊行しており，展
示内容の理解を促すと
共に，展示以外の媒体
でも展示の内容を知る
事ができる様にしてい
る。また，資料出所地
域と連携して行う収蔵
資料の調査・研究によ
る成果の一部は、「博
物館研究報告」にて公
開した（前場幸治瓦コ
レクション,内藤家文
書など）。
博物館活動の市民への
還元の場，生涯学習の
場として重要な位置を
占める「博物館友の
会」の会員数は，博物
館の充実した活動を受
けて増加を続けてお
り，2015年末で509名
となった。

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 ８ 社会連携・社会貢献

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画

b （検証システムと改善実績） 　博物館の検証システムについては，博物館長の下で作成される
「博物館自己点検・評価報告書」に加え，最低年２回開催する博物
館協議会において，事業報告に対する意見・評価を次年度の教育研
究計画に反映させている。また，「博物館友の会」と連絡会議を年
４回程度定期的に開催しており，学外者から見た博物館に対する意
見を聴取している。友の会は，1988年に旧考古学博物館に発足し，
自主的な学習活動を中心としつつ，展示解説，図書室管理等のボラ
ンティアとして博物館の支援組織となっている。「来館者アンケー
ト」では来館目的などの現状把握に努め，公開講座では「受講者ア
ンケート」により学芸員が内容を検証し，次回の企画立案の参考と
している。
　博物館の教育研究活動の成果は，年２回発行される広報誌
「ミュージアムアイズ」，年１回発行される「博物館年報」，年1回
発行される「博物館研究報告」を刊行することにより，定期的に社
会に公開している。

「来館者アンケート」
で指摘された常設展示
室のパネルの見にくさ
などの指摘は，常設展
改修に反映させた。



 2015年度 博物館 自己点検・評価報告書

基準 10 内部質保証

現状の説明

（当年度・次年度対応）
H列にあれば記述

（中長期的対応）
H列にあれば記述

（１）大学の諸活動について点検・評価を行い，結果を公表することで社会に対する説明責任を果しているか

a ◎自己点検・評価を定期的に実施し，
公表していること
【約４００字】

　博物館館長を委員長，副館長及び専任職員を委員とする「博物館
自己点検・評価委員会」において自己点検・評価報告書の検討を行
い，これを踏まえて13名の委員によって構成されている博物館協議
会の場において事業報告，教育研究計画の提示を行い，事業評価の
場としている。博物館事業の実績は「博物館年報」として冊子及び
ホームページで公開している。学外者の意見としては，1988年より
自律的な学習組織として続いている「明治大学博物館友の会」との
連絡会議における意見を次年度の事業計画策定に活かしている。

（３）内部質保証システムを適切に機能させているか

a ●自己点検・評価の結果が改革・改善
につながっていること
●学外者の意見を取り入れていること
●ＰＤＣＡサイクルを回すための，Ｃ
ｈｅｃｋ（点検・評価）およびＡｃｔ
ｉｏｎ（改善）の具体的内容・工夫

　2015年度は，自己点検・評価報告書をもとにした博物館協議会に
おける事業報告にもとづき,常設展示室の改修,南山大学人類学博物
館との交流事業,内藤家文書研究の推進,ＩＣＴミュージアムの構築
について協議し,その実施を教育研究計画に記載した。
　この他，週１回の定例打ち合わせの席上で，適宜行っている点
検・評価では，ＩＣＴなどを活用した学術情報発信の強化,年報刊行
部数の大幅な削減とデジタル版の活用などの改善を行った。
　学内外の研究者に研究調査員を委嘱し，調査・研究活動に対する
客観的評価・助言を得て，商学研究科と共催の公開特別講義「備前
焼の新たな価値創造」，コレクション展「飛鳥時代の瓦」などの効
果を上げている。
　学外者の意見としては，博物館友の会との連絡会を開催し，利用
者の目線から見た展示への要望などを受け，常設展改修に反映させ
た。

 点検・評価項目
◎…法令等の充足を評価する項目です。

●…学部等が掲げる方針や目標の達成状況を
　　評価する項目です。

評価 発展計画

C列の点検・評価項目について、
必ず記述してください

効果が上がっている点
F列の現状から記述

改善を要する点
F列の現状から記述

「効果が上がっている点」
に対する発展計画

G列における伸張項目

「改善を要する点」に対する発展計画



Ⅶ　教育研究等環境

施設概要 （単位　㎡）
階 面積 延べ面積

館長室 B1 42.86㎡

事務室 B1 94.06㎡

会議室 B1 45.12㎡

倉　庫 B1 61.86㎡

図書室 B1 145.04㎡

書　庫 B1 176.03㎡

閲覧室 B1 35.95㎡

博物館教室 B1 87.94㎡

体験学習室 B1 44.31㎡

ミ ュージアム
ショップ

B1 33.95㎡

常設展示室 B2 497.19㎡

大学史展示室 B1 115.20㎡

特別展示室 B1 173.34㎡

学芸研究室 B1 92.03㎡

作業室1 B1 60.80㎡

作業室2 B1 129.70㎡

展示準備室 B1 50.23㎡

前室 B2 38.90㎡

一時保管室 B2 77.35㎡

収蔵室1 B2 271.46㎡

収蔵室2 B2 147.37㎡

特別収蔵室 B2 23.28㎡

写真保管室1 B1 56.68㎡

写真保管室2 B1 34.07㎡

管
理
部
門

243.90㎡

教
育
普
及
部
門

523.22㎡

展
示
室

785.73㎡

調
査
研
究
部
門

332.76㎡

収
蔵
部
門

649.11㎡

合　　計 2,534.72㎡
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